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■日本燃焼学会創立50周年記念特集■

燃焼学会発足の頃

束邦大学 瀬 賀節子

燃焼学 会創立 50周 年を お祝い申 しあげます 今 日の発

展を見 るに至 った半世紀,い ろいろご吉 労 され た先生方 ,

および,会 員皆様方 のご努力に敬意を表 し,合 わせて記念

特集号 に執筆 の依頼 をいただ き,感 謝 いた します 特 に,

昭和 38(1963)年 頃の,金 原寿郎先生周 辺の記事 をとい う

ご依頼で したので,当 時,入 会後の日 も浅かった一会員 と

して40数 年前の記憶 を辿 らせていただきます

昭和 30(1955)年 に,「 日本燃焼学会J力 S発足 し,「 国際

燃焼学会の 日本支部J力 S設置 され た と聞いてお ります そ

の頃の日本 は,第 2次 大戦が終結 して 10年 目,戦 時中に

制約 を受けていた研究活動 も自由 とな り,教 育制度の改革

によって,女 子 に閉ぎ されていた学問分野 の扉の開かれた

ことな ど,明 るさの見 え始めた時代で した こ の頃,私 は

東邦大学一 般教養科物理学教室 に在籍 してお りました 昭

和 33年 ころ,当 時,助 教授の遠藤 博先生が,東 京大学教

養学部教授 の,金 原寿郎先 生の研究室で行われ ていた,火

災学および燃焼科学に関するセ ミナーに参加 してお り,主

任教 授の勧め により,私 も参加で き ることにな りま した

以来, こ れが きっかけにな り,永 い間ぅ金原先生に研究の

ご指導をいただ くことにな り,後 日ぅ燃焼学会へ の参加が

で きるようにもなったぅ と い う次第 です し か し,セ ミナ

ーで消防関係の論文が紹介 され た り,社 会への貢献活動 な

どの話 にな ります と,“ 火災学
'と

は どのような学問 なの

だろ うか,“物理 学
)の

夢 は,火 災学の どこに潜んでいる

のだろうか ?, 自 然界および人間社会で,頻 繁に起 こって

いる火災は,見 過 ごすこ とので きない問題で はあるが,な

かなか気分 的に発想の転換がで きず,踏 み切れな い悩みが

あ りました

昭和 36年 ,金 原 先生 は東 京大学 での定年 を迎 え られ,

新 しく設立 された上智大学理工 学部の物理学科に着任 され

ました バ 昭和25(1952)年 に発足 した 「火災学 会」に入

会 して お り,金 原,遠 藤両先 生お よび瀬 賀 の共 同研究 ,

「回体 燃焼の基 礎的研 究Jを は じめてお りましたので,そ

の打ち合わせ を含めたセ ミナー も,同 大学の金 原研究室に

移 りま した ゼ ミの資料の一 つ として, 昭 和 28(1953)年

に 出 版 さ れ た , A C Gaydon,H C Woitllard共 著 の

「FIAMES」 を輪読 した こともあ りました A C Gaydonが ,

英国ロン ドンのImpcllal Concgcの 教授で,物 理学の出身で

あった とい う先入観 もあって,著 書に親 しみを覚 えたもの

です 昭 和 40年 以降か らは,燃 焼 関係 の書籍 は,著 書 ,

訳書 とも出版の数が増えてお りますが, この頃はまだ少な

かったようです 金 原先生は上智大 に移 られてか ら, 同大

学の野田和 彦氏 との共同研究 「瞬問分光分 析による燃焼イ

オンの発生機 構の研 究Jに 着 手され,そ の上,“金原 の物

理
)と

いわれて,理 工系の学生に親 しまれた 「基礎物理学J

の執筆にも精を出 してお られました

昭和 37年 ,火 災学会に研究発表を始めた頃は,“火災学
"

は複雑では あるが,今 は物理学 的側面か ら,金 原先生を中

心に,そ れに接近するよりない と考えてお りました

学会 への出席 を重ね ている うちに,火 災学会発足 時に,

金原先生を始 とす る,準 備委員 ,会 長 として ご活躍 された

東京大学教授のぅ 内 田祥三先生,浜 田 稔先生,お よび建築

研究所のぅ横井鎮男先 生,川 越邦雄先 生,そ の他の先 生方

の大 きな存在 を知 りま した 淋 しかった こ とは,若 手 の

方々が比較 的少な く, とくに女子 は一人 も居 らず, 同世代

の者同士の話 し合いの場のなか った ことで した い つの頃

だつたかは党 えていませんが,大 手町の東 京消防庁の講堂

で行われて いた学術講演会が,神 田の損害保証会館へ移 り

ました 時 折,金 原 ぅ横井 ,遠 藤 先生方 と喫茶店 な どに,

ご一 緒 させて いただ く機会 もあ り,先 生 方の話か ら,「火

災学会」創立当時の よもやま話 しや ,国 際情勢の話に耳を

傾 けた時期 のあった ことも,優 か しい思 い出 となってお り

ます

「燃焼 学会」につ きまして は,金 原 先生方か ら,発 足 当

時の状況などについて,お 伺 い した記憶 はあ りませんが,

昭和 39年 頃 か ら,燃 焼 学会 への研 究発 表を始 めま した

おそらく,研 究活動 に主眼を置いた学会へ の貢献ぅ を 考 え

てお られた のか もしれ ません 昭 和 40年 の 「第 3回 燃焼

シンポジ ウムJの 前 刷集 によれ ば,発 表 論文 数が 41編 ,

その内j火 災学会会員の発表は,秋 田一雄先生 (当時,消

防研),井 上二郎氏 (東京ガス総合 lll,金原寿郎先生 (上智

ラゆ のグルー プの 3編 で した こ のように,当 時の発表数

は現在 に比 べ ると非常 に少なか ったので,す べての分 野の

講演が一つ の講堂で行なわれま した。それゆえ, ことなる

分野の研究 内容の概観がで きる と同時に,い ろいろな研究

者の顔ぶれ が分かって きました。学会の創立 当時の背景に

つ きましては,後 日,疋 田 強先生の 「燃焼研究」第 37号 ,

および,秋 田一雄先生の同56号 によって理解で きました

昭和 41(1966)年,「第 11回 国際燃焼 シンポジウムJが 】

米国カ リフ ォルエア州バークレーにあるカ リフォルニ ア大
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学で開催 され ました 奥 様 もご一緒 の金原 先生で したが〕

共同研究者 として同行させていただ きました ま だ,日 本

では自由渡 航が許 されず,ア メリカ大 使館で渡航 目的を訊

ね られた り,海 外への持ち出 し金 1000ド ル (36万 円)の 制

限があつた りで したが,私 に とっては,第 2の 房 を開いて

みたい気持ちで出発 したわけです

学会期間の報告 につ きましては,出 席 された先生方の報

告が,「燃焼研 究J第 14号 にあ り,私 の分野である FIRE

RESEARCHの 講 演内容 は,す で に紹介 させて いただ いて

お りますの■  こ こでは略 しますが,こ の分野 に提出され

た論文数は 10篇 ,そ の うち,火 炎伝播 に関す るもの 3編 ,

火災旋風に関するもの 5編 ,有 機物の熱分解 に関す るもの

2編 で した 金 原先生 グループの 「固体の無炎下降燃焼伝

播 」 につ い て は,ス ペ イ ンの C S Tanfa氏 や Impcdal

CollcDCcのD B Spalding教授の質問などがあり,活発な討

論のあつたのを覚えています 火 災の初期段階において発

生する,無 炎燃欧 SmDldcl■ng)は , 重要な問題 と考えられ

ますが,そ の研究は,当 時!あ まり行われておりませんで

したので,意 を強 くした もので した

学術講演の聴 き取 りが よくで きなかったことは,私 自身

に責任があるとはいえ,苦 い思い出 とな りました し か し,

学術語演以外の催物 などで ,日 本では,話 し合 うこ とので

きなかった先生方 と知 り合 え,ま た,若 い方々 との自由な

話 し合いがで きたことは,非 常に有意義で した 学 会終了

後 に Spccial lnvitatlonがあ りました U S Forcst Scttisc に

よって計画 された一泊旅行で ,カ リフォル エア州のシェラ

ネバダで美 しいタホ‐湖を一望 し林野火災の実験な どを見

学 した ことが,今 は懐か し く,夢 と焦 りを持 つて帰国の途

についた ことが思い出されます

燃焼学会の歴史の移り変わりにつきましては,学会の発

足から,そ の運営に活躍されてこられた先生方の寄稿も期

待 され ます ので, これで筆を置かせていただ きます さ ら

なる学会の発展 をお祈 りす る次第です
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記念パーテイでスピーチされる瀬賀節子先生
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